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	タカラバイオ（株）と米国ミラス社が共同で米国に合弁会社を設立


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）は、ミラス社（Mirus Corporation、ウイスコンシン州マディソン市、社長：Terry Sivesind）と、タカラバイオ社製品の米国における販売と遺伝子治療の共同研究開発を目的とした新会社「タカラ ミラス バイオ株式会社（Takara Mirus Bio Inc.）」をウイスコンシン州マディソン市に設立することに合意しました。合弁新会社のPresident & CEOには加藤郁之進が就任します。資本金は20万ドルで、出資比率は、タカラバイオ５０％、ミラス社側５０％です。

1993年以来、当社製のバイオ研究用試薬等の米国における販売に関しては、販売代理店であるパンベラ社（PanVera Corporation）を通じて行ってきましたが、パンベラ社が他社に買収された結果、パンベラ社との代理店契約を本年3月に解消しました。

ミラス社は、遺伝子治療のパイオニアでウィスコンシン大学教授のJohn A. Wolff博士等により、遺伝子治療の事業化を目的として1995年に設立された会社です。Wolff教授は、ネーキッドDNA(裸のDNA)による遺伝子導入技術の第一人者です。当社は、ミラス社設立時より共同研究を行っており、当社とミラス社が共同で開発したDNAチップ用基板である「タカラ－ハッブル　スライド」や、ミラス社が開発したネーキッドDNA用の遺伝子導入研究用試薬「Trans IT®」等の製品を、販売しています。

また、今回の合意には、当社製のバイオ研究用試薬等の米国での販売業務のみならず、遺伝子治療分野における研究開発の推進も含まれており、当社にとっては遺伝子治療分野における研究開発をミラス社と共同で推進する体制が今まで以上に整うことになります。この合弁会社が当社の米国における遺伝子治療事業化に向けた拠点となることをも目指します。
＜設立会社の概要＞

社名：
Takara Mirus Bio Inc.

所在地：
505 S. Rosa Road, Madison, Wisconsin 53719, USA

資本金：
20万米国ドル（約24百万円）

事業目的：
米国におけるタカラバイオ製品の販売



遺伝子治療およびその関連技術の研究開発
代表者：
President & CEO 加藤郁之進（タカラバイオ（株）代表取締役社長）

設立時期：
平成15年5月30日（予定）
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
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この資料は、　５月　８日に京都経済記者クラブおよび重工業研究会に配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞

ミラス社（Mirus社）の概要

社名：Mirus Corporation

代表者名：Terry Sivesind

設立：１９９５年

所在地：505 S. Rosa Road, Madison, Wisconsin 53719, USA

従業員数：48人

事業概要：遺伝子導入関連試薬製品の開発・製造・販売、遺伝子治療の事業化

＜語句説明＞

ネーキッドDNA（Naked DNA）による遺伝子導入技術

ウイルスベクターなどの特殊な技術を用いず、DNAを直接生体に投与して、遺伝子を導入する技術。DNAを直接生体に導入されると、DNAが細胞内に取り込まれ、遺伝子発現が見られます。

タカラ－ハッブルスライド

当社がミラス社と共同で開発し、2003年9月より発売しているDNAチップ用スライドで、DNA断片を共有結合で固定化するための高感度DNAチップの基板です。タカラ-ハッブル　スライドは、表面にアミノ基と容易に反応する活性エステルを立体的に有しており、予めスポットするDNAにアミノ基を結合しておくことによって、基板にDNAを共有結合で固定化することができます。例えば、80塩基のDNAをタカラ-ハッブル　スライドに固定化した場合、従来のイオン結合タイプの基板と比べて約20倍のシグナル強度が得られます。また、300塩基のDNAを用いて他社の共有結合タイプの基板と比べても、4～25倍の強度のシグナルが得られています。
Trans IT®
Trans IT®シリーズは、真核細胞用遺伝子導入試薬で、高い効率でDNAやRNAを培養細胞に導入することができます。従来のリポソーム法を用いた製品と比較して、遺伝子導入時における細胞に対する毒性が低いという特徴があります。対象とする培養細胞の種類に応じた1４種類のTrans IT®製品が販売されています。

真核細胞

遺伝情報が含まれる染色体を包む核膜がある細胞です。細胞は原核細胞と真核細胞に分けられ、真核細胞は原核生物より進化した真核生物を構成する細胞です。

リポソーム法

　リポソームは、合成した脂質膜でできた小胞で、脂質の２重膜から構成されます。この小胞に核酸や薬剤等を含んだリポソームを調製し、細胞内に核酸や薬剤等を導入する方法です。
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